
第６９回地域連携手帳委員会（略称：手帳委員会）会議記録                               

      日時 令和８年９月１７日(木) １３時３０分～１４時０５分 

      会場 新津医療センター病院 大会議室  

      参加者 １２名  欠席 １０名 

 

１ 連携手帳の現状と問題点 

・地域連携手帳「コミュニケーション欄」ページの在庫不足に続いて 

「もしもシート」および閉じこむ ACPシートの手配が困難となった。 

セットの作成には手間と費用が掛かる。 

連携運営委員会でも協議し対策を検討する。 

委員の意見  

・行政側はデジタル化を図っていて、手帳に対する予算をどんどん削る方向である。 

・将来的にはその方向になるのだろうが、今のところコミュニケーション欄を中心 

に使われている。利用者、家族を巻き込んだ連絡ツールとしては医療従事者向けの

ツールではできないこともあるので両輪で行くべきだ。 

  

２ 連携手帳の発展的活用  

 新潟市秋葉区における IT連携の現状 

  別添資料のとおり 

  加入事業所は増えていないが、新津医療センター病院としては活用の推進のため 

  訪問関係事業所に対してアクションを起こしている。 

  訪問看護事業所や包括日宝町、薬局なども使用する中でメリットの共有も出来始め 

  ている。施設との連携や診療所との連携などができ始めれば活用の幅が拡大できると

考えている。 

   

３ 地域連携手帳委員会の今後のあり方について 

  これまでも手帳委員の方々や連携運営委員会でも意見を聴取してきた。 

  手帳の新しい様式などを盛り込むなど一定の成果があった。 

  来年度からは連携運営委員会の中で手帳やスワンネットを含めた議論をしていくこと 

  としたい。今年度はあと 2回だがそれを前提に手帳委員会への参加をお願いしたい。 

 

 ５ 次回の手帳委員会 

    令和８年１２月１７日（木）１３時３０分～ 

 会場  新津医療センター病院 大会議室 

                                 以上   


